
網走セーリング協会 ”北緯 44 度”

網走セーリングクラブ創立 44 年

オホーツクフリート創立 42 年

網走クルーザークラブ創立 33 年

創立 40 周年

令和 6年 秋の叙勲「緑綬褒章」

受章を祝う会

令和6年11月 30日

会場　酒菜亭　喜　八　2階広間　



令和6年 秋の叙勲「緑綬褒章」

受章を祝う会



式次第

開会の挨拶　事務局

代表挨拶　　網走セーリング協会“北緯44度”

　　　　　　　　　　会　長　　高　田　　巧

祝辞　　　　網走市建設港湾部

　　　　　　　　　　港湾課長　澁谷　一志 様

祝電披露　　事務局

記念写真撮影

乾杯　　　　　　　　

　祝宴

締め　　　　網走セーリング協会“北緯44度”

　　　　　　

閉会の挨拶
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【式典の部】

【祝宴の部】



◆網走セーリング協会〝北緯 44 度〟の歩み
※発足当時のことは若干不明点があるので間違っていたらお許しください。

1980 年（昭和 55 年）3月 9日　網走セーリングクラブ〝北緯 44°〟発足式開催。
　　　　ディンギー部会、クルーザー部会で構成させるクラブが発足する。
　　　　初代会長：二本柳均、副会長：大高康夫、理事：小坂緊一、佐藤紀之、
　　　　事務局：平野文昭、監査：菊地莊一、鎌田哲也
　　　　レース委員：平野文昭、番野憲洋、菊地莊一、林俊一、佐々木彰、大高康夫
　　　　安全委員：二本柳均、大谷隆夫
　　　　会報編集：小坂緊一、大島秀昭、吉田重喜　　　　　　　会員数：23 名

1982 年（昭和 57 年）日本ボードセーリング協会登録「オホーツクフリート」が発足。
1982 年（昭和 57 年）10 月 10 日　第 1回　網走オープンヨットレース開催（主催：網走セーリングクラブ）
　　　　女満別湖畔をスタート、呼人浦キャンプ場をゴールのロングレース、優勝者は佐藤紀之田中義隆ペア
1983 年（昭和 58 年）10 月 9日　第 2回 網走オープンヨットレース（主催者：網走ヨット協会）
　　　　第 1回のロングコースが不評だったため、オリンピックコースで２Ｒ実施、優勝は札幌の鮫島氏

1984 年（昭和 59 年）6月 16 日　網走ヨット協会発足、ディンギー、クルーザー、ボードセーリング３団体
　　　　初代会長：小田部善治、副会長：山田享･山口勝由、理事長：二本柳均、監事：鎌田哲也
　　　　代議員：

1991 年（平成 3年）9月　網走クルーザークラブ発足し、網走港係留及び上架用地の会則施行する。
　　　　エクスバリュー、レラ、ソコノケ、ラハイナ、シャローム、チニタの各オーナーで構成する。
　　　　このころから、ソコノケクラブを中心に、港の清掃活動を本格化する。

1992 年（平成４年）8月 22・23 日　第 11 回レーザー全日本マスターズ開催 47 艇　優勝は高松薫
　　　　北海道道東地域での開催は初となる。主管は日本レーザークラス協会、主催協力は網走ヨット協会、
　　　　大会運営は、オホーツクフリートのメンバーが中心で行った。稲富温泉でレセプション開催。
　　　　当協会理事長二本柳均氏が、日本レーザークラス協会の副会長を歴任。

1993 年（平成 5年）9月 12 日 網走ヨット協会の「レーザー秋の北海道選手権大会」がポンモイ沖で開催

1994 年　「海の日」の制定を受け、第 1回 海でみんなで遊んじゃえ！「オホーツク・海上がっこう」企画実施
　　　　漁港として埋立される前のポンモイ海岸を会場として盛大に開催した。
　　　　ディンギー、クルーザー、ウインドサーフィン、カヌー、スキューバダイビング、波乗りボード、
　　　　フィッシングの７コースで２日間開催。１日目の夕方からは盛大なバーベキューレセプションも開催。

1995 年（平成 7年）7月 20 日  国民の祝日として「海の日」が制定。翌年から施行される。
　　　　網走港まつりの花火大会に合わせ、「お花火見会」をチケットを１００枚限定で発売し、
　　　　ポンポイクラブハウス及び前浜を会場に、お好み焼き、知床焼き鳥、いも餅焼き、焼きそばなど
　　　　ビアパーティー形式で開催する。（※記録に残る写真添付、この年が初回かは不明）

1998 年（平成 11 年）オホーツクボードセーリングフェスタポンモイ海岸で開催を最後に中止。
2001 年（平成 13 年）9月 23 日　ポンモイ湾クルザーレース 6艇で開催。

2001 年（平成 13 年）　網走港ポンモイ海岸埋め立て工事始まる。ポンモイ海岸から現クルーザー物揚げ場へ。
　　　　移転補償の問題で、網走市と衝突する。諸々あり、行政関係の役員を改め新体制の協会組織を決議。
　　　　※この移転にまつわるコメントが残っていたので別紙に掲載する。作成者：佐藤紀之
　　　　※2008 年迄、各ディンギーは網走港クルーザー用地斜路を利用して活動していたが、漁船との問題も
　　　　　あり、2009 年より現在の呼人浦キャンプ場に活動拠点を移す。

2002 年（平成１４年）１月５日　二本柳 均氏　ご逝去
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2002 年（平成 14 年）６月１日より、網走ヨット協会改め網走セーリング協会を組織。
　　　　第２代会長：菊地莊一、理事長：佐藤紀之、
　　　　※3団体（セーリングクラブ、クルザークラブ、オホーツクフリート）

2004 年（平成 16 年）7月　　知床クルーズ　クルーザー各艇それぞれ文吉湾クルーズ
2007 年（平成 19 年）7月　知床クルーズ（オーシャン、ういろう、ウインドラヴ、ポンモイ丸）

2010 年（平成 22 年）　みなと観光交流センター ( 網走道の駅 ) が「みなとオアシス」に登録
　　　　この年から、海上がっこうの会場をここに移し、セーリングクルーズを中心に毎年開催
2011 年（平成 23 年）9月 4日　網走港湾内でクルーザーによる落水者救助訓練実施。
2012 年（平成 24 年）完成した漁組斜路を借りて第 30 回網走オープンヨットレースをポンモイ湾で開催。
　　　～　　網走オープンヨットレース（毎年）、秋の北海道選手権（隔年）、網走湖で開催
2014 年（平成 26 年）7月 25 日、北海道開発局海をきれいにする一般協力者の奉仕活動表彰受章
2019 年（令和元年）菊地莊一会長が逝去、高田巧を会長代行に
2020 年（令和 2年）会長を高田巧氏とし、現在に至る
2023 年（令和 5年）「海の日」海事関係功労者 国土交通大臣賞受賞

◆歴代役員等

◆物故者 番野　憲洋
加藤　晃俊
大谷　隆夫
黒川　博已

会長
副会長

理事長
理事
（代議員）

会計監査

事務局

1980年 (発足 )
網走セーリング
クラブ “北緯 44度”

1982～ 1983年
網走セーリング
クラブ “北緯 44度”

1984年 (協会発足）
網走ヨット協会
“北緯 44度”

2000～ 2001年
網走ヨット協会
“北緯 44度”

2002年
網走セーリング協会
“北緯 44度”

二本柳　均
大高　康夫

小坂　緊一
佐藤　紀之

菊地　莊一
鎌田　哲也

平野　文昭

二本柳　均

加藤　晃俊
小坂　緊一

大島　英昭
松井　朝道

番野　憲洋
久田　勝也

小田部善治
山田　　享
山口　勝由

阿部　恵一
島田　希英

二本柳　均

田中　寿隆

小田部善治
山田　　享
山口　勝由

二本柳　均
津野　寿則
黒川　博已
田原　　修
菊地　莊一
高野　敏夫

（代議員）
クルーザー
・小原､吉田､村井
セーリングクラブ
・松井､山崎､佐藤、
　篠原､清水
オホーツクフリート
・佐々木

2020年
網走セーリング協会
“北緯 44度”

菊地　莊一

佐藤　紀之
津野　寿則
黒川　博已
田原　　修
小原　　豊
山崎　雅友　

田中　寿隆

会員：23名会員：23名

※安全委員に、
　大谷隆夫氏

※1982年より
網走ヨット協会を
組織化する？
正式団体として
は1984年から

鎌田　哲也

高田　　巧

佐藤　紀之
佐々木　彰
石橋　　司
松林　利晴
西川　順一
（中台明生）
松井　朝道
三浦　克之

榊原　宏洋
田原　　修

二本柳　均
寺永　　哲

工藤　健司　
津野　寿則
菊地　莊一
檜山　義廣　

佐藤　紀之
山崎　雅友
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創立当時
の資料等【　】1980年入会案内＆会報
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創立当時
の資料等【　】1983年４月発行の機関紙　“北緯 44°”

※行事予定として「港陸置場清掃」が予定されている！
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　オホーック、快晴、高層雲、そして重い秋風が吹き出した。
夏のセーリングは充分ですか？皆さんの所はまだ少し夏はあるのでしょうから、もう少し夏を楽しんで秋のレーザーコン
ディションに備えてはどうですか。　さて先日、網走で開催されたマスターズでのことです。運営はレーザー道東フリート、
クルーザー、ボートセーリング、ディンギーで構成する網走ヨット協会です。準備はディンギーが中心にそれぞれの都合
に合せて一つ一つ手を掛け、かに網をはずし、盾の大工仕事、畑でイモ堀等の用意をしてレースを迎えました。
全日本上位選手超ベテラン選手がエントリーしているためスタッフは少々緊張して、前日の受け入れ、艇の受け渡し、ウェ
ルカムパーティーと進むうちに予想と様子が違うのです。皆さん非常に楽しそうで笑顔があふれているのです。
　レース１日目は５～９ｍ位のコンディション、結構辛い選手がいたのでしょうが、皆さん凄く楽しく嬉しそうなのです。
スタッフのボードセーリングの者もレースを心から楽しんでいる選手に感激していました。
　２日目２～３ｍ風向定まらずコースセットもスムーズではなく苦情がでるような具合、しかし選手に励まされ慰められ、
４レースを消化することができました。
そして陸に帰った本部艇スタッフが興奮して、選手が４レースフィニッシュ後、本部艇に近づき「ありがとうございました」
「ごくろうさまでした」などの一言でレースを終えていきましたと報告してくれました。　
　全日本で活躍している選手と帆走したかった者、風が吹けばフィールドへ行きたいボードセーリングの者も、選手が楽
しんでいる姿勢、選手同志の思いやり、マナーの良さそして最後の運営スタッフへの心配りでこのレースの運営に携わっ
ていることに深い喜びを抱くことができました。こんなレーザーの仲間を自慢に道内でレースに出場する選手は「ありが
とうございました」を心から言えるでしょう。
　また、全国の皆さんもレースに、イベントに参加できたなら、進んで楽しみ、喜びを得て、運営して下さった方々に心
から一言「ありがとうございました」と・・・・・。又、選手、運営スタッフも素晴らしく楽しむことができると思います。
最後に、あばしりポンモイ海岸の運営スタッフから楽しいレースを開かせて頂き、そして楽しませてもらい「ありがとう
ございました」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本レーザー協会副会長　ニ本柳　均

1992 年（平成４年）8月 22・23 日
第 11 回レーザー全日本マスターズ in 網走 開催
全国から 47 艇がポンモイに集結！　優勝：高松 薫

想い出の
ひとこと【　】

◆2001 年　ポンモイ埋立時の佐藤理事長の陳情コメント
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【港清掃活動】
◆2005 年 4月

◆2006 年 4月

※写真があるのみを掲載
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◆2007 年 4月

◆2011 年 4月

◆2012 年 4月

清掃活動写真
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◆2013 年 4月

◆2014 年 4月

清掃活動写真
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◆2015 年 4月

◆2016 年 4月

清掃活動写真
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◆2018 年 4月　第 1回清掃、第 2回清掃

◆2022 年 4月

清掃活動写真
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◆2023 年 4月

◆2024 年 4月

清掃活動写真
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◆1995 年 7月 29・30 日 第 1 回 オホーツク・海上がっこう
　▽スタッフミーティング挨拶する小田部会長（ポンモイクラブハウス会場）

▽埋立前のポンモイ海岸

▽レセプション ▽海岸町の前浜で就職の準備
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◆1995 年頃 AYA 餅つき新年会
▽餅つきする小田部会長・山田副会長、山崎とうさん、二本柳理事長、佐藤さん、檜山さん

▽デヘラ―25 にて、二本柳さん、山崎親子、工藤さん（1995 年）
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◆2001 年クルザーレースで挨拶をする小田部会長

-16-



-17-

第



◆2006 年 7 月クルザー 5 艇で知床文吉湾クルーズ
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◆2010 年クルーザーレース中にミンククジラの群れと遭遇

◆2011 年 7 月　ポンモイ埠頭に豪華客船「飛鳥Ⅱ」入港

◆2011 年　落水者救助講習開催
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◆2012 年 7 月、第 30 回 網走オープンヨットレース（ポンモイ海岸）

◆2013 年　海上がっこう

◆2013 年頃　係留風景

この年代は、8 艇前後のクルーザーが
係留し、クルザーレースや知床クルー
ジングが盛んにおこなわれていた。
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▽2014 年 7月 25 日　海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰

▽2023 年 7月 26 日

◆北海道開発局賞、国土交通大臣賞受賞

「海の日」海事関係功労者国土交通大臣表彰
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シーマンとして 大きな声で挨拶を交わしましょう !

マナーと安全を心掛け、セーリングを謳歌しましょう！ 

ゴミは持ち帰り、きれいな海を守りましょう！ 


